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   ＜あらまし＞  本研究では，Facebook の非公開グループを学習管理システム(LMS)として活用し
た学習コミュニティを形成し，小論文作成を支援する実践を行った．対象者は小論文の通信教育を受

講している高校 2年生 27名である．小論文教材のワークシートに基づいた学習の成果物を Facebook
グループにアップロードし，お互いの成果物にピアレスポンスを行いながら課題の小論文を作成した．

活動後に Facebookグループの LMSとしての機能を 教育的アフォーダンス，社会的アフォーダンス，
技術的アフォーダンスの観点から評価した．その結果，Facebookグループを活用して参加者同士をつ
なぎ，学習プロセスを可視化する試みは，参加者に好意的に受け止められ，学習の動機付けとなって

いることが確認された． 
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１．はじめに 
	 急速にグローバル化が進む知識基盤社会にお

いては，テクノロジーを活用しながら，他者と協

働的に学ぶことができる 21世紀型スキルが求め
られている（ATCS21）．このような社会情勢を
踏まえ，平成 21年（2009年）3月に高等学校の
学習指導要領が改訂され，国語をはじめとする各

教科での言語活動の充実が提唱されるようにな

り，生徒が集めた情報を整理・分析し，論理的に

まとめて表現するような言語活動の実践が求め

られるようになった（文部科学省 2012）．また，
大学入試の方法も多様化しており，国公立大学の

個別学力検査において，7割を超える大学が小論
文を課している（文部科学省 2011）．しかし，
言語活動の四技能のうち「書く」ことは，母語に

おいても認知的な負荷が高く，大学生になっても

「書く」ことに苦手意識を持つ学生が多いことが

報告されている（渡辺 2010）．書くことは基本
的に個人の認知的な活動である一方で，書きあげ

た文章を学習者同士で読み合い，フィードバック

を行うピアレスポンスが近年注目されている（白

石ほか 2010 など）．ピアレスポンスは，文章を
推敲する際に実施されることが多いものの，書き

手にとって最も認知的，かつ，心理的な負荷が高

いのは，むしろ文章を書き上げるまでのプロセス

である．そこで本研究では，ソーシャル・ネット

ワーキング・サービスのひとつである Facebook
を学習管理システム(LMS)として活用し，通信教
育で小論文を学習している高校生を対象に，小論

文のプランニングと文章化を支援する学習コミ

ュニティを開設した．本発表では Facebook上の
学習コミュニティの実践について報告する． 

２．実践の概要 
対象	 ベネッセの進研ゼミ小論文講座を受講し

ている高校 2年生 27名である． 
期間	 2012年 2月 28日〜2012年 3月 14日 
教材	 進研ゼミ 2012年 3月号の通信教育教材を
用いた．小論文のテーマは「少子高齢化」で，提

示されているグラフや資料を読み解き，少子化の

原因と対策を 600字で述べる課題であった．この
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課題では，広く社会に視野を広げて論拠に基づく

主張を展開することが求められている． 
手続き	 Facebook の非公開グループを用いて，
学習成果を報告する「活動グループ」（1 グルー
プ高校生 5〜6名で，他グループの閲覧も可能）
と，全体への連絡や雑談のための「全体交流スペ

ース」を設置した．教材のワークシートに基づき，

スタッフ（第一筆者）からの指令（Mission）と
して投稿を指示し（表 1），投稿した成果物に参
加者同

士でピ

アレス

ポンス

を行っ

た．グ

ループ内で解決できなかった問題や質問等につ

いては「全体交流スペース」において情報を共有

し，適宜スタッフがフィードバックを与えた．以

上の手続きで学習のプロセスを可視化しながら，

小論文を作成していった． 
評価	 ICTを活用した学習環境の有用性につい
ては，教育的，社会的，技術的なアフォーダンス

の観点からの評価が有効であることから（Wang 
et al. 2011），先行研究の評価指標を本実践の文
脈にあわせて修正し，5段階評価を行った．また，
学習活動への印象について確認するための自由

記述アンケートも併せて実施した． 

３. 結果 
	 教育的，社会的，技術的なアフォーダンスの評

価結果は図 1の通りである．いずれの項目も，評
価 4以上が大半を占めており，参加者が本実践の
学習コミュニティを好意的に受け止めていること

が確認された．また，記述式アンケートからは

「元々，文章を書く事に抵抗があったのですが友

達が頑張っている投稿を見ると自分も頑張ろう!
という励みになった（高 2女子）」など，学習プロ
セスの可視化が学習の動機付けになっていること

がわかった． 
付記  

	 本研究は，ベネッセコーポレーションとの共同研究として，
平成 23年度東京大学大学院情報学環ベネッセ先端教育技術
学講座（BEAT）で実施された． 
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表１	 学習の流れ 
ミッション 内容 

1 課題を理解する 
2 書くための知識を得る 
3 得られた知識を整理する 
4 アウトラインをチェックする 
5 小論文を書く 
6 小論文を提出する 

 

 
図 1 Facebookを活用した学習コミュニティに対する教育的・社会的・技術的アフォーダンス評価 
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